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イオンペアクロマトグラフ（IPC）用

N イオンペア試薬／Low UV Type
品質を実感できる逸品です！
短波長領域におけるUV吸収をできる限り抑えました。
従来品ではバックグラウンドが高くノイズが多く出る、
短波長UVを用いる分析に最適です。
また溶液タイプですので移動相への溶解が容易です。
酸性官能基を持つ成分には第4級アルキルアンモニウム塩
（1種）、塩基性官能基を持つ成分にはアルキルスルホン酸
塩（4種）をご使用下さい。

規　格

外　　観：無色澄明の液体
吸 光 度：200nm 0.50以下　　254nm 0.15以下

210nm 0.30以下　　300nm 0.10以下
240nm 0.15以下　　350nm 0.05以下

蛍光試験：限度内
含　　量：0.5±0.05mol／l

吸光度の比較

Tetra-n-butylammonium Phosphate Soln.
（0.25mol／l）

1-Hexanesulfonic Acid Sodium Salt Soln.
（0.25mol／l）

コードNo. 品　　名 容　　量 希望納入価格

155-01941 0.5mol／l 1-Octanesulfonic Acid Sodium Salt Soln. （Low UV Type） 100ml 15,700円

207-13701 0.5mol／l Tetra-n-butylammonium Phosphate Soln. （Low UV Type） 100ml 15,700円
169-18231 0.5mol／l 1-Pentanesulfonic Acid Sodium Salt Soln. （Low UV Type） 100ml 15,700円
086-07141 0.5mol／l 1-Hexanesulfonic Acid Sodium Salt Soln. （Low UV Type） 100ml 15,700円
083-07151 0.5mol／l 1-Heptanesulfonic Acid Sodium Salt Soln. （Low UV Type） 100ml 15,700円

N クロマトQ＆A（15）
Q 前号（16号）のクロマトQ&A（14）で、イオン対ク
ロマトグラフィーの場合は平衡化に時間を要することが
あると書いてありました。また使用後のカラムの洗浄は
注意する必要があると聞いたこともあります。イオン対
クロマトグラフィーでの、カラムの洗浄方法を教えて下
さい。

A イオン対クロマトグラフィー法は、移動相のpH変化
だけでは解離が制御できない酸性イオン成分や塩基性イ
オン成分の分離に広く用いられています。
イオン対試薬としては、酸性官能基を持つ成分に対し

ては第4級アルキルアンモニウム塩が、塩基性官能基を持
つ成分にはアルキルスルホン酸塩がよく使用されます。
ここではこれらイオン対試薬を添加した移動相使用後

の、カラム洗浄方法について述べます。

1．第4級アルキルアンモニウム塩を添加した場合
第4級アルキルアンモニウム塩、例えば水酸化テトラブ

チルアンモニウムを添加した移動相を使用した場合、い
きなり水を流すとカラム内の液が塩基性側に傾き充てん
剤を劣化させることがあります。まず0.1%りん酸水溶液
で洗浄後、水、保存溶媒の順に置換して下さい。各溶媒
の通液量の目安としてはカラム容積の10倍量程度です。

2．アルキルスルホン酸塩を添加した場合
アルキルスルホン酸塩を添加した移動相を使用し、な

かなかイオン対試薬が洗いきれなかったという経験をさ
れた方も多いと思います。この様なケースでは最初に水
ではなく、有機溶媒（例えばメタノール、アセトニトリ
ル）と水を等量混合した溶液で洗浄するのが効果的です。
その後水、保存溶媒へとカラム内を置換します。その際
圧力の上昇に注意して下さい。各溶媒の通液量はカラム
容積の15～20倍量程度です。一度お試し下さい。
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